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資 料

農 業 土 木 よ り見 た土壌 侵 蝕 の諸問 題

金 子 良

（農業土木試験場 ）

は しが き

土葬侵蝕欄 して鰭 方面で多 くの研究が進 め られ てい る0 この うち農業 土木の対 象 とす る研究内容

出演侵蝕を広い意那 考えて、土地保全、水保全、これに媚 な工法、および傾斜地の生産性向上 な

どに役立 つ工 事 を含 ん で い る0

例 えば土薮 侵蝕の基礎 資料を得 るため行われ る枠試験 ほついて も、 その結果 を工事 に結び つけ るため

咄、従来の枠試験頗 を比故検討 してマク ロの傾 向を知 ることが要求 きれ る。 また土地保全 を舶 ＞る

ためには土壌 の性質ばか りでな く、地層全体の耐蝕性 とか侵蝕 の機構な どを究 明す る必要 があ る 0

俊郎 面状に進 行す るもの よ り、ガ リ頒 蝕 、流水 、河 川ほ よる侵蝕、崩壊 、地すべ りなどが工事の

対象 としてさし迫 つているので、あ る流域（ 少 くとほ b a 以上 ）に郎 る流域条件 、降雨条件 と流 出

との関係 を求 め るための流出試験 を行 うことが要求 され る0 紙 流域 の浸透 との関係 を調べ て流 出機構

を明らかにす るための浸透能試験 が重要 とな る。場合 に よつて舶 ＞なり広 い面積で人工降雨試験 を行い

水みち を発 生 きせ て降雨 、流 出 、土壌 流 亡 関係 を知 る こ と もや らな くて は な らない 。

土壌侵蝕 が問題 とな る傾斜地水 俣全 を舶 ）ること臥 その土地白身のた めばか りでな く下流地帯の

水鯛 養 にも貢献する0 な絹 斜蜘 乾煉しヤす く果樹園などのかんがい効果 は きいので、傾斜地の

かん がい工 法 が重 要 とな つて きた っ

傾斜地の保全 工事 あるいは生産性向上の根幹 となる道 路については経換 も少 く、傾斜地特有の諸条件

相 応 した工事 がなされてい るか どうか問題 があ るので、各 地の事例 を比絞療討す ることが実瞭面には

大 いに役立 つ 。

以上 の よ うな 目的 でわ れ われ が調 査 研究 した ところ を要 約 して紹介 す る。

Ⅰ 枠 試 験 結 果 の 比較 検 討

各地の土教組 枠試郎 繰 は非常 に数多 くなつてきた0 これ らを比較検討 した ところ次の ような共通

的傾 向 を知 り得 た 。

年間流亡出 試験枠の傾斜、斜面長よりも地紋状態に多 く影響され、流亡土平均削 仮比重を 1 と仮

定 した場合 、度数（ 頻度 ）分布の もつ とも多 かつたところは、裸地 2・ 0 ～ 2湖 耽、清耕果樹園 1・ 0 ～

2．0 初訊、普通 畑 、桑 園 0・1 ～ 0・ 5 孤孤、草 地 、 しきわ ら地 0・1邪地 下 となつた ロ

年間流 出水量 の降水量に対す る比、す なわ蛸 内流 出率は、流亡土量が地被状態 に左右 され るほ ど鋭

敏 に現 わ れ な い ので、主 と して降水 卦 こ強 く影 響 きれ る。 ここで著 しい特 徴 は火 山灰 土 の流 出率 が小 さ

いことで、大部分の試験成横 は 5 ％ 以 下になつている0

平均深 拗 の土壊を流亡 させ るには大体 2 0 ～ 1 0 伽 耽の水深 を必要 とす るが、火山灰土 は∴‡♪（ノ水 で

多量の土 を流亡 され る。埴真の耐蝕性土壌 は水量のわ りに流亡土が少 い。

一陣雨 との関係 を見 ると、花 崗岩土壌 では地面が粗 粒で固結 しているため、ある程度の降雨 までは流

出水 ほ 亡土 も少 いが、 これを越 す と地表固結被覆 が崩れて流亡土が急に多 くなる 0 花嵐岩土 でもそ う

であ るが火山灰土 の場 合には特 に乾燥 時の療雨に よる流 亡 が大 きい 0 耐蝕性の埴質土は この ような乾湿
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変化 に対 して比較的安定 している。

Ⅱ 広 地 域 の 侵 蝕 丑 と侵 蝕 型

広 い地域の侵蝕量は現地調査 で測定す る方法のほか、河床変化 、ダムの堆砂量、流 出水量 と含 砂量で

推定 す る こ とが で き る0 ただ し斜 面 を移 行 しつ つ あ る もの は不 明で あ る。表 土 層 の 厚 さ測 知 ）ら侵蝕、

堆 積 の累 加 量 を求 め るこ とは周知 の通 りで あ る。

多 数 の ダ ム堆 砂量 か ら年 間平 均流 域 侵 蝕 量 を求 め た と ころ、大 部 分 は α 0 1 ～ 1・0祁孤の 間 で もっ とも

度数 の多 い ものは 0・0 1 ～ 0・1 m 軽 度 で あつた 0 これ は林 地の平均 を示す もの と見 て よく、地政良好な

畑地、お よび草地の便蝕量 ともほぼ一致す る。

流域 に崩 壊 の あ つた場 合 な どは この 1 0 0 年分以 上 が便 蝕 きれ るこ とほな る。 ま た流 域 が侵 蝕 きれや

す し椛 崗岩地帯 で段畑の多 い溜他の流域堆砂量 を調 べた値 では年間 0．8 現況な どの例 があ る。

河川の流 出量 と含砂置か ら求 めた ものでは鳥取県の流出試験地（流域 に傾斜畑 が多 い ）で 0．0 如 叱

い う値 を得 た。

傾斜地の管理不良な道路 は もつと も侵蝕低下 しやすい○火山山麓では年間 1 0 cm も低 下 して道路がガ

リ‾に な り、 また別 に道 路 を平 行 きせ て い るの を よ く見 る。低 下 した道 路 か ら樹枝 状 に発達 す る水 み ち

は次 第 に拡 大 して、浸透 性 の大 きい火 山山 麓 で も全 面的 に土 壌 を流 亡 させ る こ とになる 0 シ ラス台 地 の

坂 道 な ど も道 路侵 蝕 が台 地破 壊 の原 因 と もな つて いる。

地表か ら浸透 した水 が不浸透性の下風 火山地帯の盤層 、山腹岩盤 な どに達 す ると、その上 の土層 が

飽 和に近 くな り、浮上 りまたは滑 落 な どに よつ て局部 的 に全 土層 を失 うこ とが あ る。段 畑 地帯 では の り

面 の途 中 か ら土層 中の水 が湧 出 し 、しば しば その上 か ら滑 落 す る。

この よ うな水は中間流出の給源 をなす もので、中間流出の最大 限慶 と土層滑落 とは関係 が深 い。

シラ ス台地 では崖 下 の湧水 に よ る谷頭 侵蝕 が激 しいが 、 ローム台地 で も観察 きれ 、流 水 に よる台 地 面

の樹 枝 状 侵蝕 谷 と明 らか に区別 され る。

なお 豪雨 時の一 時的 湧水 が崖 の 中途 に露 出す る不 適水 性 部 分 の上 に現 われ る と、 こ こに穴 を あ けシ ラ

ス台 地 の 崖か ら離 れ た と ころ と通 じて陥 没 を生 じる こ ともあ る。

台地や火山山麓 の ように比較的窟傾斜の面に急 な谷壁 が摸す る場合は、落 下す る如 こよる縁辺 、落下

点 の崩壊 とい う土 地 の破 療 を生 じ る○ シ ラス台 地 はそ の極 端 な倒 で あ る。

未固結 の土層、軟岩 などは集 中 した水に よる侵蝕に対 して脆弱 であ り、河岸 の欠軋 洗乱 深 いガ リ

ー侵蝕 を生 じやす い。砂質 で地味不 良の場合には植生被覆 が不十分のため、侵蝕 の進行 が速 く、 ときに

バ ッ ド ラ ン ド状 を呈 す る と ころ も見 られ る。

崖錐 や斜面途中の厚 い土砂、岩層 まじり層 が豪雨 で多量の水 を含 む と、大規模の土石流 を生 じて、 こ

れがきらに下流沿岸 を欠渡 きせ る0 人為的に不完全 な盛土、例 えば宅地造成 な どを行つた場合には、人

家に近 いので土砂崩れの改善が大 きい。

広範囲にわた る厚 い層 の移動 地 すべ りであつて、これは馬蹄形の崖 とその下方 に押 し出 した舌状の

堆積が特徴であ る。

以上の ような土地の破壊的便蝕は表土の流亡 を主 として対象 とす る土壌便蝕 よ りは内容が広 い。農業

土木 で問題 とす る侵蝕 防止 は土 地 を対 象 とす る もの で あ るか ら、試 験研 究 と しては ま とまつ た水 ほ よ る

便蝕 と流 出機構 ほ 関す る もの が きわめ て重要 とな る。
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正 流 出 試 験

ゎれわれは流域 面積 1 0 ～ 1 0 0 b a 内外の畑 を主 とする 9 地区 と、 3 0 0 b a 余の林地流域 につい

て数年間以上の流 出資料 を得 、流域 の保留効果 に重点 を刷 、て流出機構 を調べた0

流 出現象を説明す るため、表 面流出、中間流 出をまず分離 して、それぞれが表 面貯溜 、土層超過保留

地下水貯溜 に関係が深 い ことを確かめた。これ らの保留量は刻 々の累加豊か ら兵力流 出量を差 し引 いた

保留量 曲線 を分析 す る こ とに よつて得 られ た。特 に中 間流 出曲線 は 保留 量 曲線 よ り表 面貯 溜 に よ る急変

化部 を除 いた形 に よ く似 るの で 、 この 性 質 を利 用 して中間流 出 と表 面流 出 とを分離 す るの に役立 て た 0

各流域 ごとに初期損失後 の雨量 と、表 面流 出量または中間流 出量 との関係 を求め ると、それぞれ特教

のあ る曲線 が画 かれ る○ これ より例 えば連続降雨 中の任意の毎時降雨に対す る表 面流出総量が推定 きれ

る 。

毎時有効雨量が どの ようにガ くれて配分 され、かつ降雨が連続す るに したがい、 いか に合成 されて表

面流 出 とな るか を単 位 図法 Iこよつ て検 討 した 0

この場合中小 出水 では降雨強度が増大 す るにしたがい、地表流出す る場所 が拡 が るか ら、流出の竜抗

を生 じ、流 出強度 Q と貯溜量 S との間 にほぼ Q 二 K・ S （ K は定数 ）が成立 した。 これは単位図法の

適用に有利 であり、実掛 こも計算 と実測流量か ら分離 した表 面流出 とはか な りよト 致 した。

流 出に影響す る流域条件 は地形、地軋 土性、流路形態 、地被 な どでぁ り、地形 はさ らに形状係 数、

本流 長、山腹長、本支流傾斜 、山腹傾斜 などの要素 ほ分 けられ る。これ らを総合 して点数で示す と、あ

る程度 流域 条件 を数 量的 に表 わす こ とが で き る○

小流域にガける単位図の流 量配分率 は山腹 長、傾斜、流路、水 みち状臥 凹凸 ほよる流 出の礁坑 、貯

溜性 な どに よつて決 定 され、流 出時 間 8 ～ 1 1 時間 、 ピー ク時配 分率 は 0・2 0 ～ 0・4 0 を標 準 とす る8

火山灰被覆の流域 およびおだ やかな丘陵 は これが 0・2 0 ～ 0・3 0 で、 ピ ークが第 2 時 間 に くるのに対 し

、急傾斜段畑流 域は ど －クが第 1 時間で配分率 0・ 3 0 ～ 0・4 0 とな る。

流 出 ピークは侵蝕防止工事上 もつ とも必要 な数値 であ るが、これは流量配分率、毎時有効雨量（ 毎時

流出率 ）、 その複合 に よつ て 左右 きれ るもの で あ る0 しか し実 用上 の標 準 を知 るた めの便 法 と して ど －

ク 1 時間降雨ほ対す る ピーク 1 時間流 出強度 の比率 を多数 の実例 か ら求 めてみ ると、数年間の観測 期間

内に ぉ いて は、急 な流 域 で 0・4 0 ～ 0・4 5 、ガだ やか な流 域 で 0・1 0 ～ 0・2 0 とな り、「 般 に考 え られ

て い る よ り小 さい 値 と な つ た 。

Ⅳ 浸 透 拭 墳

流出を求 め るために浸透 を調べ る方法 がある。ただ浸透試輸は流 出試験の ように稔合 された債 として

求められず、流域 の うちの特定 な地点 だけが実測 され る。できるだけ面凍 を掛 デここに人工降雨（散水

に よる）で各慮の降雨条件 を与 えなが ら、浸透、流 出、土集流亡 の時間的 関係 を調べ る方法 もあ る0

関東 ロームの被覆す る地帯各所で行った浸透能試放な どについて畔本誌 4 号 で説 明 した。

自然流域 で地表 全 面的 に水 膜 を生 じ るほ どの流 出 を生 じ ることは まれ で ぁ る。（ ただ埼 玉 県荒 川北岸

台地 でカス リソ台風 、狩野川台風時に地下水位上昇 に伴 う土層飽和 で全 面的地表流 出を観察 した例 はあ

る。 ）浸透 能 試験 か らは過去 の どん な雨 で も流 出 を生 じな い よ うな結果 が で る。 しか し実 鰍 こは水 みち

流出 が あ るた め小 さい降雨 強度 で も流 出 を生 じ る○ この よ うに流 域 の浸 透能 は一 様 て な いの で浸透 法に

ょって流出 を求め ることは容易でない 0 火山灰土 の ように浸透性の膨軟地 と不浸透性の水 みちが庵端に



2 2

差 が ぁ る場 合 に や つ と、 そ れ ぞれの 面積 率 を考 えて近 似計 算 が で き る巷 度 で あ る。

宮崎県 シラス台地流域 で測定 された流 出資料か らは次の よ うな傾 向がわかつた。実測流量 か ら逆算 さ

れ た浸透 度 F は（浸透 龍 で は な い ）、降雨 感度 R の増 大 と と もに増大 し、 α を 1 よ り小 さい定 数 とす る

とほぼ F ＝ R α の 関係 が成 立 した 。また Q s ＝ K ・ S M に お け るM の値 は 1 に近 い0 こ こに Q s ：表 面

流 出頻度 、 S ：表面貯溜 、Ⅹ ，M ：定数 、 これ は S が増大す るにしたがい道路 などの攻抗 の少い水

み ち か ら抵 抗 の多 い畑 地 面へ地 表流 出 が拡 が るか らでぁ る。

従来考 えられて いた ようほ降雨 と流 出か ら流域の浸透能 を求 めた り、流域固有の浸透能 曲線か ら流出

を求 め るの は、大洪水 の場 合 を除 き困 難 な ことで あ る。

富士山麓の人工降雨 による流 出試験（ 長き 4 0 m 。巾 1 0 m の もの 2 区 画 、降雨強度 7 C概況／ h v ま

で ）では、火山灰土 が大 きな浸透能力 を もっのに、集中 した水 に対 す る抵抗 が弱 く水 みち侵蝕 が生 長 し

やす い こ と、踏 み つ け地 の浸 透 が特 ほ小 さ い こ と、一 つ の瞳 が欠 渡す る と上 か らの水 勢 で次 々 に下 の瞳

が欠潰 しやす いこ と、微粒 子の沈澱 しやす いテラス部分 ほか えつて地表流 出を生 じて下部の便蝕 を助長

す る危 険 が あ るこ と。乾 燥 した ところ へ強雨 が あ る と土壌流 亡 が著 し く多 くな るこ と、降雨 の 継続 に伴

う土壌流亡の時間的変化は、まず ど一クが現 われ以後やや低 下 してゆ くが地表流 出強度 が漸増す る場合

は再び流亡度 も上昇す るこ と、降雨強度 が大 き くその時間が長 くな ると作付地 も裸地 も地表流 出の差が

次 第 に な くな る こ とな どを 数量 的 Iこ知 る ことが で きた 。（ 4 号 参 照 ）

Ⅴ 傾 斜 地 の 性 質 と 保 全 工 事

保全工事は傾斜地の性質 に対応 させ る必要があ る。よつて傾斜地の性質 を地形区分 によつて検討す る

こ と と す る 。

（1） 洪梼台地、河岸段丘

洪 蹟台地は関東 ローム台地 、東海地 方な どの非火山灰台地 、北海道 の火山灰台地 、南九州のシラス台

地 な どが その代表 的 な もの で あ る。

火山灰 の被覆す る台地は水 みちの発達特 に崖端 ほ近 い台地 面の道路侵蝕 が問質 でぁ る。

道路側溝を皇帝 しなるべ く路面の低下 しないよ うほす る。道 路 と連絡 す る畑 地間踏跡 は芝や密生植 物で

階段 的 に床 どめ してそ れ 自身 の低 下 を防 ぐ とと もに、道 路 へ落 ち る水 を な るべ く少 くす るこ とが 必要 で

あ る○畑 区画周 縁 は しば しば斜 面をな して侵蝕 きれ やす いの でわ らや密生 植 物 で保護 す るこ とが望 ま し

い0 火 山灰土の下 ほ砂礫 層があつて地下水 が深 い ときは、ここへ地表水 を吸 いこませ る浸透清 または井

戸を 掘 る こ と も考 え られ る 。

台地 に残 る平地林は開墾 と出水 、水源淘養の問題で しば しば紛争の原 因 となつた。 しか し畑地 は裸地

状態 で強雨にたたかれ ない限 り浸透能力 が大 きいこと、浸透不長の水 みち部 分は畑地帯の標準 面積率 で

1 0 ％ 内外 に過 ぎないか ら、開墾 の影響は判断 される。 これ に対 し大 面積の宅地開発 が行われ ると全 面

的に浸 透 度 が低 下 す る ことを注 意す べ き で あ る。

非 火山灰の台地はやや不浸透性であつて 、地味不 良で植生地蔵 の貧弱な場合 が多 く地表流 出 と土壌流

亡が大 きい。 ここでは保全工事以上に地力増大の努力が重要 であ る。

シラス台地は谷の縁辺保護のため、一定巾耕 作を菓止 して植生 で保護 し、防水堤 、承水路を設 け る。

台地 面の排水系競 を生理 して安全 なところか ら谷へ落 とす。崖脚 は地下水 を集水排除 し、湧水 で崩れ な

いよ うな階段工 を設け る。また谷底には砂防埴県を重ね、谷底の地下水位低 下のために排水 した り、流 ′
．．‖．」ヨ
ヨ
．
．．。1
‖一．。】
一l
一
一1】ヨ

一且諸
l
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水が崖脚 を洗 わないように改修す る0 崩壊 した斜 面は安定 した角度の法切 りを行 い植生被覆 と排水 につ

とめ る。 シ′ラ ス台地 の坂道 は もつ と も侵 蝕 され や す く、崩壊 の原 因 と もな るの で 、路面 の固 気 側 溝 の

水処理、道 路沿 い谷壁 の安定 には十分の注意 を要す る0 なお この道路 を車の通行に便利 な ように盤僻す

ることは シ ラ ス台 地利 用の板幹 をな す もの で あ る。

シラス台地は青か ら茸 で固定 された瞳 畔で区画 され 、流 出水 の浸透 、土壊流亡の防止に役立つていた‘

この瞳 畔 に芝 な どで固 め た余 水 吐 を計 画す る ことに より、豪 雨 時の流 出 を激化 しな い よ うに す るこ とが望

ま しい。 また これは 台地 面の間 断 か ん が い、田畑輸 換 に も通 じ る もの で瞳 畔 の清 用 は検 討 に値 す る。

河岸段丘は比高教 m か ら数 十 m に達 し、幾段に もわたつてい るものが ある。「 般ほ段丘 面は支流に よ

って刻 まれ、本支流 の谷縁辺 は脆弱 でぁ る。谷の侵蝕防止のた めには落差工 を必要 とし、段丘面か らの

落ち口の保護、段丘 面の彰眺 系統整理 、縁辺 の承水路 などはシラス台地の場合 と同様であ る0

（2） 火 山山 麓

火山山麓 の道路侵蝕は前述の通 り激 しい ものであ り、これ を防止す るためには畑の境 界 などか ら道路

へ流出水 の落ち る前 ほ浸透処 理す ることが望ま し く、また承水路 を兼 ねた浸透幕 を掘 るとか安全 な承水

路を固定 した谷 また は堅 固 な排 水 路 に連 絡 きせ るこ とが必要 で あ る0 道 路 に集 った水 は あ ま り流 下 しな

いうちに排 水路 、浸透常へ導 いて谷 へ落 とす 。路 面の低下に対 しては車の通行 lこ支障ないよ うに ところ

どころで床 固 め を行 う。

富士山麓の富士アサの ように盤層 が上 の土層の侵蝕原因 をなす場合吼 これを火薬 で破砕す るとか 、

レーキ ド ーザ こな どで破 砕除 去 す る。

（3）丘 陵

丘陵 では不完全 な宅地造成 に よつて災善 をガこ し、近頃各所 で問題 となつてい る。浸透 塩 水 を含ん

だときの危険性 、宅地か らの流 出量な どについて関隣者の正確 な知識 を必要 とす る。

名古屋東北部か ら知多半島 へかけての丘陵 は古 くか ら農耕 地 として利用 されてい るもののほかは貧弱

な松林 、荒地 を主 としている○これ を開墾す る場合地味不艮 で作物地殻に よる安静 こ時間 を要 し、その

間の豪雨 で崩 れる心配 が多 い。新墾 地は特に保全工事 に注意 しまた地力増大に努めなければならない。

凝灰岩 、礫 凱 安山岩 などの丘陵は 、－」投に風化土の地味 もよく耐蝕性であ る。ただ表土 が薄 くしば

しば不 浸 透性 で流 出水 が 多 い ことが欠点 とな る0 保全 工事 お よび段 畑辞 築 に石塊 を使 用 で き るこ とは有

利であるが 、傾斜地の高度利 用のため には コンク リー トを十分に使 用 して車の通れ る道路、排水路、承

水路 、土砂溜 、水槽 な どを計 画的 ほ配置 しな ければな らない。

北海道の波状丘陵地 は畑区画が等高線 ほ関係 な くて大 き L止・ 道路 が不完全 であ り、しば しば畑地内

に土 ツ リを入 れ るの で侵 蝕 を助 長 して い る。 こ こでは等高 瀬耕 作 に適 合 した畑 区 画 、 テ ラス設置 、車 の

通 る道 路 が 、水 路 な どの コン ク リ ート構 造物 のほ か に重要 で あ る○

（4） 地すべ り他

山 間 で土 地 利 用上 重要 な と ころは 池す べ り地 で あ る。地 す べ りをお こす よ うな岩 は比 較 的 肥料 分 に宮

み、 また地 す べ りに よつて土 層 が厚 くな り更 新 され耕 作 に適 す る緩 斜 面 が形 成 され るか らで あ る0 地 す

べ りを助 長す るの は地 す べ り地頭部 の崖 下、 凹地 の湧水 ガ よび この付 近 か ら浸 み こむ水 で あ る。特 に地

すべ りの原因 と して水 田浸透 水 は あ ま り関係 な い 。地 す べ りを完 全 に防 止 す る こ とは 困難 で ぁ るが、 そ

の硬膏 を軽減 す る努力は続 け られてい る。例 えば便蝕 されやすい谷底 を固定す る。地表 の水特 に崖下付
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近 の鵬 排水路や暗渠で早 く流 す。すべ り面付近の水 を横孔 ポ ーリングで抜 くことなどが行 われ る。な

お水 田蛸 巽のため千春 で深 い亀裂を生 じると赦 して地すべ りを助長す る危険があ り、用水 の少 い棚

田地帯 で用水源を確保す ることほ 易 でない。 このため地すべ り地帯 には横井戸 と畑 地が多 く造 られ

横孔 で抜いた深 い地下水は水 田用水 として も貴重 であ る。

（5） 沿海急便斜地

瀬戸内から南予などの沿海急債斜地に雌 畑がよくつくられている。甫予方靴 花崗岩 ではない相

債斜 で雨 が多 く硝 に速い とい う問題 があ り、瀬戸内 は主 として侵蝕 されやすい花 嵐岩 で、乾燥故事 と

また 強雨 に よ る土 砂 崩 れ の専 を受 け る欠点 があ る。

鞄切地帯 の保全工事は最適 、索軋 承水路 、排水臥 土砂溜 、貯水槽 な どてあ るが、 ここでは土地が

せ まく渡地を でき るだけ少 くすることが特 に要求 され る。 しか し車の通 る農 道は今後 の傾斜斬 帽 上 も

つ と ほ 要 な もの であ り、衰 運 を広 く堅 固 にす る こと と薄 地 を少 くす るこ とを両 立 させ るた め路 面全 部

を排水聯 用にす ることが各所 で成功 してい る。なお急な排水路は階段 式に して通行の便をはか ること

・ 息行 わ れ る。

排水 路、承水路に崩壊 した土砂が流入 して途中で通水 を阻専す ると、計硬水量を流す ことができず、

溢水 して便蝕故事 を増大 させ る。故 に斜 面全体の保全を考 えなければ土木工事 は成功 しない。小 きい水

路 は草生 として、それ自身 の度蝕低 下を防止す るとともに流下中の浸透を舶 、ること、従来の裸他 の り

面を 草 地 にす る こと、の り下 に 刷 、帝 （ よけ ）を掘 つて の り面か ら流 下 す る水 が下段 を洗 わ ない よ うに

す る こと 、コ ンク リー ト水 路 昧周辺 の地 形 を考 えて流 入 水 の受 け 口を盤 席 し、 コ ン ク リー ト水 路外 壁 に

治 つた洗凋 を生 じないよlうにす ること柑 切 である。侵蝕防止を 目的 とす る勲耕 した長靴 もちろん結

樺であるが、将来過重労働 を伴 う兵法欄 得 で きないか ら、 できるだけ省力的 硝 で もやれ る債斜地農

法が確立 されなければ ならず、 このために道 路 を 中 心 とす る土 木工酌 ます ます重要 となるであろ う。

Ⅶ 傾 斜 地 に お け る 水 利 用 と 水 保 全

乾 燥 しやす い傾 斜地 でいか に水 源 を得 てか ん がいす るか は 、果 樹栽 培 な どに と つて重要 な こ とで あ る。

また火山山麓や台地、粛状地な精 細 地帯で水の浸透をはか り度蝕防止を兼ねて水保全を行 うこと、

あるいは水資源の余裕のあ る時雛 か んがい して地下貯溜を はか り、下流地帯の流量 を調節す ることな

ど、土壌保全咽 連 した間居 であ るが、席数の関係 で省略す る。




